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戦時下における新潟県の国民健康保険制度

―健民運動と国民健康保険組合―

Anna Abitova

Abstract

ThemovementllorahealthynationWasproclaimedbl･rtheMinistryorWelfareorJapan

血mngwartimeforthepurposesofineFeaSmgthepopulationandthepreservationandthe

strengtheningOfthehealthofthena鴎on,FTOm1942,血eassociationsupporhngthemi摘ary

governmentcarriedoutthedominantroleintheadvancementorthesepurposesandthe

movemel一treCeil･edthestatusot'anationalmovement.Theprimary･goalofthispaperisto

identir)LPtherealsituationorthemovementllorahealthynationduringWとIrtime,tlaSedonthe

eヽalllPleortheactivityortradeunionsinthepublichealthsysteminNiigataPre1-ecture.

キーワー ド---国民健康保険組合 健民運動 健兵健民 新潟県

t.恕民運動前史

トl 昭和初期の健康観

1930(昭和 5)牢の昭和恐慌の後､日本は大陸への勢力拡大と軍需産業の育成に力点をおい

て恐慌を乗り切ろうとした｡翌 1931(昭和 (i)牢の満州事変を皮切 りに､日本は 15EF一戦争- と

突入していった..,以後､1937(昭和 12)牢の日中戦争､1941(昭和 16)牢の日米開戦へとすす

み､国内では戦時体制-の移行を推進 していったO戦時体制-の移行は､強い軍隊を育成する

とい う構想の下で､多くの強健な若者を必要 とした､軍部は強健な若者たちの育成に力を注い

だ｡

鹿野政直が指摘するように､当時は2つの大きな健康キャンペ-ンが出現した時期であったLT

1928(昭和 3)牢に開始のラジオ体操と 1930(昭和 5)牛に始められた健康優良児表彰制度で

あるi)0

加えて 193Ll(昭和 9)牢から優良壮丁町村表彰制度も実施された.､これは健康であるだけで

なく､若者の強健さの向上をめざす策でもあった.｡すなわち､1933(昭和 8)牢 12月 23日の

皇太子誕生記念のため､朝 日新聞社は､その記念事業として ｢我圃 ノ最近五ケ年間 ノ徴兵検査

ノ成績ヲ調査シテ最優良ナル壮丁ヲ出シタ町村ヲ選出シテ之ヲ表彰スル事｣ としたQ陸軍当局

は､壮丁の体力向上に嚢する山方策としてこれに賛成 したO優良壮 丁町村の審査選出は､主と

して連隊区司令部及び陸軍省がこれに当たり､新聞社は表彰事務を行ったO審査の結果は､1934
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戦時下における新潟県の国民健康保険制度 摘b如va)

(昭和 9)牢 2月27日の朝 日新聞紙上で発表された2)G

表彰式は､陸軍記念 日の 3月 10日に同社及び当該町村において行わ れ た 3)0 番優良町村の検

査人員及び点数評価方法の詳細 と全国優 良町村分布図は新聞に掲載 され た が ､ 優良壮丁町村成

績表には身長 ･体重 と総得点のみが公表 され た｡

この優良壮丁町村発表の結果に-ついては､理化学研究所鈴 木梅太郎研究室に所属 した松岡 軽

の論文がある4㌔ これは､その町村の壮丁がなぜ優良であったか とい う原因を､国民の体格及

び栄養 との観点か ら探究 した爵登な論文であったO

図 1は､ r日本- 1の島根県大鹿村と特選 10町村の分布を示す,表 tは､左記 11町村に加

え､第 45位-47位の優良壮丁町村の成績 もあげたo 審査当時の徴兵適齢人員 (満 20歳)にお

ける壮丁の平均身長､平均体重が記載 されているo つぎの衷 2から明らかにように､平均身長

や平均体登は年次による変化がみ られないにもかかわらず､甲乙種の合格率は減少 し､丙γ種

の合格率は増加 しているQ このことは頑健な若者が減少 していることを示唆する｡

図 1 全国優良壮丁町村分布

全遍偉良L+7-.qT柑分布画 Jl(j34年:,

全日本特選
1 北海道奥尻郡奥尻村
2 鳥取県岩美郡浦畜町
3 山梨県南都留郡膳山手寸
4 福井県遠敷部知三村
5 長崎県北松浦郡節子村
6 京都肘南桑田郡河原林寺1
7 東京府三宅島阿古村
8 愛媛県東宇和都債津村
9 三重県志簿部越賀村
10 岩手県下問伊那重茂村

出所 :筆者作成

図 1をみると､優良壮丁町村は海岸に位置することが多い5㌔ 松岡の研究によると､優良壮

丁を出 した町村に海に面するものが多い原因は､沿海町村の住民の食物 と海に遠い町村の住民

の食物 との間の相異に基因することが推察されるとのことである｡当時､彼は､栄養学の視点

からみて､水産物が青壮年の体格に関係があることを指摘 していた6㌔
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表 1 優 良壮丁町村成績

順位 道府 県郡 町村 平均身長 (cm)平均体 重 (kg) 総 得 点

1 島根 県 八束郡 大i重村 163,9 58.18 461.5

2 北海道 奥 尻郡 奥尻村 163,3 58.48 460.2

3 鳥取 県 岩美郡 満貫町 164.1 56.22 458.1

4 山梨 県 南都 留郡 勝 山村 162,9 56.08 457.6

5 福 井県 遠 敷郡 知三村 163,2 55.48 456.0

6 長崎 県 北松蒲郡 獅子 村 ー62,6 57.61 453.3

7 京都府 南桑 田郡 河原 林村 162,9 54,89 453.2

8 東京府 三宅島 阿古村 162,4 55.52 453.0

9 愛 嬢 県 東宇和都 債津 162.8 55.14 450.7

10 三 重県 志呼郡 越 賀村 162.7 54.53 450.5

ll 岩 手県 下問伊都 重茂村 162.4 58.74 450.4

途 中 略

45 埼 玉県 北葛飾 郡 八 木郷村 160,3 53.86 1 4277

46 沖縄 県 島尻都 濃轟敷 159.6 53,16 426.3

47 群馬県 利根郡 片品村 160,3 53,28 424,2

出所 :『東京朝日新聞』1934年2月27日 ､3頁 により作成

表2 徴兵適齢人員の状況

年次 徴兵適齢人良く概数) 平 均 身 長 (cm) 平均体重 くkg) 合格率 (千分比)甲乙種計 丙丁種苦十

1927年 597000 680 320

1928年 612000 627 373

1929年 626000 160.2 52,823 623 377

1930年 631000 159.8 52.727 614 386

1931年 649000 160.0 53.007 608 392

1932年 647000 160.0 52.841 598 402

備考:この表は､陸軍省徴募課 r国民の心身と兵役｣1934年3月10日からの引用である｡
出所 :松岡登｢佳良壮丁町村に試て｣F理化学研究所貴報』財団法人理化学研究所､第14
印､第3号､1935年､212頁｡空欄は原文のまま.

上述のように､昭和初期においては､健康であるだけではなく､ ｢強健｣であることが求め

られていたo r単なる体型の健太｣でなく､ ｢著るしく機能的､体力的の優秀 ｣7)が者冒され

たのであるO とりわけ､体力及び精神力に関 しては､さらにいっそ う強健さが求められるよう

になっていった｡

トユ 健民運動の源流

健民運動の直接の源流となったのは陸軍の主導による国民体力向上政策であった._,前述の満

州事変をきっかけとする軍備の拡張と対外的侵略の拡大として､陸軍に膨大な数の人的資源を

投入せざるをえない状況が生じたQその供給源はい うまでもなく､当時最大の人口を抱えた農

村であった｡

しかし､昭和恐慌下の農村での貧 しい生活と衛生知識の欠如､過重労働のため農民疾病が多

発 してお り､食生活の貧困は国民､とくに農民の栄養失調を招き､体位が低下 していたQその

ことから壮丁 (国民)の体位 ･体力問題が議論されるようになったQこの議論は､1936 (昭和
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戦時下における新潟県の国民健康保険制度 (Abitova)

日)牢 6月 ま9日の閣議で寺内秀一陸軍大臣､永野修身海軍大臣､潮患之輪内務大臣､平生飢三

郎文部大臣によって明らかにされた｡ とくに､農村の疲弊 と医療の不完全による ｢非保健楽士

の非安全地帯｣ で育った農民は､徴兵検査で壮γの体位 ･体力が悪化 したことが表面化 した｡

この閣議で4人の大臣が､つぎの 5点について発言を行っている0

第 1点は､徴兵検査の結果をみると､1930(昭和 5う牢以降､壮Tの体 位 ｡ 体力が段々低落

しつつあること､すなわち､兵士の健康は年々悪化 していたことである｡ 第 2点は､工場労働

者が結榛にかかり､都会や農村にかかわらず死亡率が高いこと､とりわけ､結核性疾患の増加

が著しく目立つようになったことである｡第 3点は､農相の青少年は都会の青少年よりも不健

康であることが発見されたことである｡第 4点は､学生生徒の体位 も中等 ･高等教育に進むに

したがい低下していることである｡第 5点は､乳幼児の死亡率が非常に高かったことである｡

これ らの指摘は､国民が不健康な状態にあることを如実に表現 したものといえるO徴兵検査

の壮丁体位の低下の問題は､閣議 で議論されるぐらい墓要な問題であったOま936川召和 11)年

の受検人員中､農村に育った者は ｢壮丁数｣は77.烏5%であった8)｡この村々の､とくに徴兵検

査対象男子の健康の低下は､軍部にとっては塵大問題であったO 徴兵検査の成績は青少年国民

の健康度を反映 したものであり､人的資源の健康の衰えの象徴であるO都市住民に比べ,はる

かに農山漁村の住民の健康状態が劣っているということは､国家の将来の危慎､とくに軍事面

では兵士を大農動員できる農村地域であるから､軍の弱体化を示唆 したものであった｡

上述の閣議は､国民健康保険の歴史にとって､以下の 3つの意味をもったO

まつは､保健医療史にとっては､ ｢運命的な勘 と考えられる寺内陸軍大臣の発言がこの 日

にあったことである｡寺内発言の要旨は､①陸軍省医務局箆小泉親慶の詳細な壮丁検査成績に

もとづき､徴兵検査成績の悪化を指摘 して､国民体位 ･体力の低下を憂慮 したこと､②結核性

疾患と筋骨薄弱との疾患は国民体位 ･体力の低下が原因と考えたこと㌔③保健国策の必要性を

提唱 したこと､⑥国家の保健 ･衛生施設改善の必要性を提唱 したこと､であ-つた.｡

2つは､国民の体位 ･体力の低下問題に関する陸軍の焦慮の念が､内務省に政策案の実現に

向けた取 り組みを決意させたことである｡そ して､陸軍の保健国策U)提唱によって､まず動き

始めたのは､国民健康保険法の成立に向けた取り組みであった｡

3つは､国民体位の低下問題が､陸軍大臣により提起され､保健国策樹立の必要性が提唱 さ

れ､強力な保健 ･衛生行政を行 う主務官庁 としての衛生省を作るべきと求められたことであるO

これを受け､1938(昭和 13)牢 1月に厚生省が内務省から分離 したが､このことは設置当初か

ら軍部の意図が強く作用 していたことを示 している｡ そして､厚生省の第-号としての法律 と

なったのは､同年 3月に成立 した国民健康保険法である｡このことから､国民健康保険法案は､

内務省 と厚生省の間で連続性をもっているO この連続性について､以下のように考える｡

周知のとお り､国民健康保険制度が主な対象とするのは､農民である.1930 (昭和 5)牢に

は､農村の入口割合は全国の 76% 閥ミ部入口)を占めてお り9)､農村 問 題 の解決は政治的懸案
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の-つであったoもともと､1933(昭和 釦 年頃､内務省は労働者の医療保険だけではなく､

農民の医療保険の必要性を認識 していた｡昭和恐慌は､昭和農業恐慌 ともいわれるように､農

相経済に大きな打撃を与えていた｡そのことは農民や､都市の職工､商人たちが病気の治療を

受けることを困難にしてお り､医療費を支払 う余裕などほなかったO

そのため､内務省社会局は､農村問題に対応するために､健康保険法のような社会政策を農

村にも行 う準備を始めていたO農民-の医療を確保する制度として､国民健康保険法案が作成

されたo法案を-気に推 し進める契機 となったのが､戦時体制への移行であった015年戦争-

の突入により､農民が大半を責める兵力の急激な増強が必要となったのである｡ しかし､医療

の不完全性による壮丁の弱体化が国防上の大きな問題 となり､軍国主義の観点からも国民の健

康状態が憂膚されていた｡

上述のとお り､陸軍の提唱により､厚生省の設立と国民健康保険法寮の立法化をめざすこと

が加速されたOこれにより､国民体位の向上をはかる ｢保健国策の基礎的制度である国民健康

保険法｣ま0)が実施されることとなった｡

1941(昭和 16)牢､厚生省設立の熱心な推進者であった陸軍軍医小泉が厚生大臣に就任､軍

部を背景 とする保健国策 (健兵健民政策)を実現する政舞を強化 し､健民運動が敗戦まで強力

に展開された｡健民運動は､入口増殖 8健康増進を目的として厚生省が主唱 したもので､大政

翼賛会厚生部が推進役となって 1942(昭和 17)牢から行われた官製国民運動である｡そして､

戦争を勝ち抜 くため､この健民運動の実現を強力に押 し進めるには､強固な国民の実践組織が

要求されたOすなわち､地域による健民業践組纏が急速に結成されなければならなくなった｡

そこで提起されたのは国民健康保険の制度であった｡

二 億民運動下の国民健康保険

ニーl 国民皆保険仏制の達成

1938(昭和 13)牢7月に実施された国民健康保険制度は､疾病の治穂にとどまらず､積極的

な健民政策をもその柱の-I-つとされたO

本制度の対象であった全農山漁村民は約4千万人､郡市中小商工業者は約5百万人がいたが､

国民健康保険組合の普及は急速に進んだ｡その後､健兵健民育成を強化する対策としての国民

健康保険の蓋粟性は増大し､制度の拡充強化を図るため､1941(昭和 16)牢 に 第 一一 次 の 改 正 ‖)

と 1942(昭和 17)牢に第二次の改正が行われた.ニ第二次改正には 1941(昭和 16)牢の人口政

策の影響が大きかった.⊃すなわち､1941(昭和 16)牢 1月 22日に閣議決定された ｢人口政策

確立要綱｣では､死亡減少対策として､保健指導体制の確立とともに健康保険制度の拡充とそ

れを全国民に及ぼすことが盛 り込まれていたOかつ､予 防に必要な給付を重視 した｡ こ の 第二

次の改正で12)､とくに強調すべきことは､以下の2点である0

第 l点は､加入強制の強化であるQ 第 2点は､保健事業の拡充である｡ すなわち､国民健康
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保険制度が疾病の治療の経済的安定化 とい う旧来の 目的 を越 え､銃 後の国民の健康を保持増進

するため､保健 ｡衛生に向けて予防的な事業 - 転換 した こ とを示 している｡

この要因としては､高齢の医師と女医を除く､全国の医師等がほとんど軍医として動属され

て､医者の応召者は増大した.｢例 え ば ､19Jl川銅uZ6)牢､回内に残留 した医師 ･歯科医師 ･

薬剤師の数は 漫24,462人であったが､1944 (昭和 悌 牢になると､約 6分の lの 2豆,4S2人と激

減 したまう)｡ このことから､保健婦の活動に重点がおかれることもあり､給付体制の整備が求め

られたためでもあったoすなわち､i銅2 (昭和 17)寧 ごろから各府県段階においても､国民健

康保険連合会および産業組合等が､きそって保健婦の養成を行 うようになってから､国民健康

保険事業の普及と併行Lて保健婦が加速度的に増加 した 例えば､1911(昭和 16)牢には 344

人だったが日 鋼5(昭和20)年には 1941年の 28倍強にあたる9才6別 人となった34㌔

総力戦体制下における国民健康保険組合は､ ｢強制｣と ｢強化｣をともなっていたO これは

｢国民皆保険の完成による国民側よりする健康報国協力纏綿の完成jU 保健国家の体系日 且5)

であった｡健康に生きることは､戦時国家のために果たすべき銃後の国民の義務であるとされ

た噂｡

このように､国民健康保険制度は､たんに農村の匡療確保の立場からだけではなく､健民政

策の名の下に､戦時国民生活を安定させるた裾 こ､さらに､銃後の国氏 (児童 ･青午 ･婦八･

老人)の健康の保持増進を意図 して､人｢lUつ確保､健兵庫民を育成することを意図して改11二さ

れたし〉したがって､組合Ln性格 も､たんなる療養給付にとどまらず､保健事業を積極的に進め

る役割をもつようになっていったoそして ｢時代の鶴見 として注 目を浴びて居る｣17)保健婦に

健兵健民の育成するための第一線の実行者 としての役割を担わせることになった｡

すなわち､第二次の改正とは､健兵健民が制度の根幹としての位置づげを明確 した改正であ

った に の点に関 しては､ 『国民健康保険小史』や 『厚生省五十年史』には記述がない)O

二度の改1Lを受持､厚生省は以下の措 置 を とった.､l')13(日･t7細】lR)牢 L)円 lJF]に同省は ｢国

民健康保険組合における保健施設の拡 充強化 に関す る件｣首呂)とい う通達を出 したのである｡

こ の 通 達は､組合の高度な保健事業 を要請 した｡健兵健民育成の極めるところは､生活の健

民 化 に あ ると考えられているO組合は､ ｢全 く健民組合といふ方が其の欝健を現 し得る域 に 進

ん で 乗 て ｣いたので､ ｢組合の事業は､腎癖 は寧 ろ 第 二 義的で､保健施設が藁鮎｣咽であった o

｢- 鍵 の 預防は一一園の治療に優る｣20)とい う 観 点 か ら も､組合によっては相当多額の費用をこ

の 保 健 事 業 費のために投 じていたのであるO す な わち､旦938 (昭和 1射 撃には全国で 46の組

合で保健事業の設置が行われたが､1組合当り平均の保健事業費は81円であったのに対し､1944

(昭和 王9)卒には 1938年の 27倍弱にあたる2争162円となった｡

図示すると､図 2 ｢国民健康保険組合の事業｣のようになるO図 2が示すように､組合事業

の中心は本来の療養の給付から保健事業-と転換したO

-(i -
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出所:厚生理事官杉EZl三朝｢国民健康保険組合に於ける保健施設拡充の意義(下)｣F社会保険旬報』社会保険研究所､第3巷第91号､1943年10月11日､4頁によL)筆者作成
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図 2が示すよ うに､戦時生活の健民化 を目的 として､実質的には疾病組合から健民組合に変

容 したのである叩｡ この点は､つ ぎのような発言からうかがえる｡

i943 (昭和 首射 撃 8月 30日､ ｢国民健康保険法施行五周年｣の記念事業として､全開か ら

選 ばれた国民健康保険優良組合の理事長である町村長を初め､2-3人の医療関係者を含め 10

人が参集 して､常盤省の大会議室において ｢国保を謹める座談会｣が開催 された｡ この会の出

席者の多 くは､ ｢圃保組合は､逸遠 く疾病組合の歯嚢を脱 して､市町村民を打って一丸とする､

生活の健民化-の屠常錬成道場 と轡 り､人口政策遂行に商って豪速 しっ ゝある｣22)とⅢをそろ

えて述べていた.J

凍稿の注 目する健兵健民の育成に関する 3点セ ッ トは､ここに完成をみたO第 1点は､それ

は強制設立と強制加入制の導入により､普及の面では全市町村民が国民健康保険制度の下にお

かれたこと｡第 2点は､療養の給付か ら保健事業に重点をお くことによって､結核対策や母子

の保健や疾病の予防や栄養改善な どが実施 されたことQ第 3点は､国民健康保険組合の普及に

ともない､保健婦の配置が飛躍的に発展をしたこと｡

前述のように､国民皆保険 体制は 1942(昭和 17)牢から-.一部が実施 され､習 IL)13(昭和 18)

牢か ら全面的実施 となった._,1942 (昭和 17)牢 11月20[いう､ら 30日まで､ ｢同氏健康保険 普

及促進運 動 ｣が全国的に展開され､この運動LT)第 IF-_:]F上 つまり､Ilf]20[]夜､中和 学生人

臣の ｢健 民 と国民健康保険組合｣と題するラジオの全国放送があった23㌔ 彼は､普及促進に協

力を要望 し､社会保険制度 こそ健 兵健民政策の根幹であると力説 した㌔

さらに､ 大政鴬韓会を推進 として広 く ｢健民運動各種団体協議会｣を開催 して､健民運動を

官製国民運動 と して強力に全国展開 させた｡その結果､敗戦までに国民健康保険組合は､6尭

都市を除 く全国ul市町村に強制的につ くられていった｡

健兵鯉民の育成がいかに関係団体に浸透 していたかは､つぎの事実か らうかがえる..,1912(昭

和 17)牢から国民健康保険の全国的 な激 しい普放督励が大政賀替会などを動員 して制度の実施

を勧奨 し､国民健康保険組合の平均 8O?,もがこれにより事業開始 した事実から､国民皆兵をもじ

った国民皆保険体制が達成 された.二､政府においては､町村 といわず､都市といわず､大政翼賛

会の下部組織 として国民健康保険組合網 の 完成を見､ ｢藍済民入 日の増強､猪又健兵健民の育

成を示壕 として､本格的線進軍を展開｣ 24)したといえよう｡

さて､こうした第二次の改正を経て実施 されるにいたった皆保険制度であるが､健民連 動下

の組合事業の業態はどのよ うなものであったか､新潟県を事例 として紹介 してお く｡

3.新潟県における健民運動下の国民健康保険組合事業

3-1 新潟県における国民健康保険のパイオニア (事例 吊

1938 (昭和 】3)牢 l()Fl31F]､新潟県中蒲原郡根岸村 (現､新潟市)では､県下の [国民健

康保険組合第---号｣として組合が設立されたO当時の村長小林正二が､治水 と住民の健康管理

-8-
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こそは､何よりも大切なものであるという信念にもとづいて始めたものであるO

昭和初期の根岸村の状況を見てみようQ信濃川の支流で河を挟んで田圃がひら持た長さ は

kmの根岸村は､耕地 1戸平均 孟町 蔑畝､その内､畑はわずか 乏段 の 純 農 相 で あ っ た ｡昭和初期

の入口は､およそ 3,200人であり､職業別を見ると､全戸数 42呂の うち､400戸は農薬従事者

の家庭で､主な農産物は米作りであった｡医療状況について､ 『新潟県国民健康保険四十年誌』

においては､つぎのような記述がある｡ r医者にかかるもんなんか､ほんのわずかだったこて､

(中略)村に一人お医者さんがいたけんど､宵L_1_∫(ハ置き薬でだいたい間に合わせていたもんだ､

仲 略)おれんとこの母親は死ぬときに新潟の医者に 一度､脈をとってもらっただけだったな.⊃

そんでも幸せ もんださ｣25)a

(I)新津保健所 と根岸村国民健康保険組合

位の向上を図るため予防医学的指導が積極的に推進 されることになった｡この法律に基づいて

新潟県では 1937(昭和 12)寧 10月 13日に新津保健所が設置されたのを皮切 りに26)､1944 律召

和 19)牢までに県内 16市町村にあいついで設立された,:

根岸村の国民健康保険組合においては､組合の設立に先立ち､その準備として同郡新津保健

所に依頼 して村民の保健状況を調査したOその結果は､最 も篠患者が多いと認められた第-学

区 (230戸)では､結核性疾患及び疑結核患者が大きな割合を占めていた｡その他,村民申虚

弱者の数が全体の約 26%に及んでいた｡主な原因となったのは､村民の衛生思想の欠如､衛生

環境の不良などであった｡ これと同時に､村民の健康状態を調査 したところ､児童の健康状態

が悪く､3歳未満の乳幼児の死亡率も ま7%とい う高率を示していた27㌔ これが健康対策は急務

であったが､国民健康保険組合と保健所の協力の下で､ ｢衛生模範村｣を設立するための方針

が 策定された｡

こ の 方 針 にもとづいて､村に季節乳幼児保育所 (5ヶ所)と季節栄養食共同炊事場 (4ヶ所)

が開かれ､村民特に乳幼児の死亡率引き下げに大きく貢献 したO農繁期直後に最も病人を出し

ていたことから､栄養の補給､特に母体の過労防止という保健の立場に基礎をおいて､春秋二

期の農繁期に共同炊事場､保育所を開設 した結果､1941(昭和 16)牢の調査では､従来の乳幼

児の死亡率も 8%弱とい う減少を見せた｡この傾向は乳幼児に限らず､児童にも､大入にも相

応に影響を及ぼ していたとい う｡

1941年 5月 31日､開院宮春仁親王は､農村事情諸施設御 視 察のため､中蒲原郡根岸村国民

健康保険組合経営に係わる共同炊事場及び保育所を視察 した喝 ｡のちにこの根岸村は､ま9舶 (昭

和 15)牢度においては､全国組合中 ｢優良保健施設 組 合 J にまで発展 した0

(2)優良保健施設組合

国民健康保険組合の普及とその拡充強化を図るため､1940 (昭和 15)年度から､保健事業の

｢優 良 組 合 J を指定 し､財団法人原田積善会の寄付により組合運営の裡想を建設 し全国組合の

-9-
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模範 と企図 したQこれにもとづいて 1940(昭和 15)年度においては､各道府県より優良保健施

設組合を若干推薦 させ､その事業計画､予夢､関係方面との協力方針､当事者の熱意などあ ら

ゆる方面より検討を加えた結果､71組合を指定､-一組合平均 川OFl】程度or)助成金を交付した､｡

根岸相の国民健康保険組合 もその指定を受けた｡根岸村の指定組合 における保健事業実施状況

を見ると､①保健婦配置 E事務費 436円74銭】～②疾病予防 (急性伝染病予防､結核予防､ ト

ラホ-ム予防等を含む)､③健康診断､④母性乳幼児保護 (健康及び養護相談､保育所の開設

【季節保育所費 140(=1152銭】､愛育思想の酒養 【愛育事業費 16円 19銭】､普及等を含む)､

⑤栄養改善 (栄養食指導､栄養食配給､共同栄養炊事等を含む 【実施額 1012円89銭】)など

が実施 され,村民の健康経絡 ･増進 を推進 し29)､人的資源の供給源である根岸村では､国民健

康保険組合の事業をとお して､健兵健民の育成に力を入れていたことがわかるO

根岸村では､1941(昭和 16)牢度において も､保健事業助成組合の決定が出て､1942(昭和

17)年度にも再び優良保健施設組合になった.〕さらに､19J2年 12月 ｢健民特別指導地区Jと

して指定 された01944(昭和 19)牢､厚生省においてほ､初めての試み として､模範的理想型

の国民健康保険組合を育成 し､全組合の標準 とし ｢厚生省指定国民健康保険組合jが設定され

たo根岸村の国民健康保険組合 も優良組合 として 1944年 4月に ｢厚生省指定組合｣になった｡

3-:. 佐渡郡の代子~J紳合の発達 .:t事 例 }､･

(I)組合の普及状況

新潟県佐渡郡は､当時､5町 20ケ村､人｢1109,000余人であった., 『新潟県の歴史L』によれ

ば ｢昭和 十年には､尾花崎 (鹿沢村)に医療利用組合による佐渡病院が､医師会の反対を押し

切って設 立 ｣期 され､産業組合は病院の設立にきわめて積極的であった 宅現在の佐渡総合病院)0

『新潟県国民健康保険四十年誌』によれば､信周販売利用組合の代行で国民健康保険事業を

実施 した町村が多く､地域的には佐渡郡の普及がとくにめざま しかった と述べている31)｡佐渡

郡で､この国民健康保険制度を実施 しなかったのは､相川町 1ケ町のみであった025全町村の

内､産業組合による代行は 22組合に達 し､88%をJ.Jめた (八幡村 と両津町は普通組合設立).｢

全県 70代行組合の内､佐渡郡は 3i.4%を占め､ トップとなった｡

(2)金沢村国民健康保険代行組 合事業LTl効果的実例

この組合事業の効果が顕著であった｡実例に､本島で発生 した天然痘に関するものがあるO

昔941(昭和 昔6)寧2月束､素性天然痘が佐渡病院の入院患者の中か ら発見 された｡ このため

に外来患者が全く来なくなったとい うO県に技師や医師を要請 し､発生の状況を調査 し､発生

の経路をたどって各地に厳重な警戒を施 し､全島に種痘な ど万全の方策 を講 じたが､その後,

合計 30名の裏症患者 と7名の疑似患者が発生 したO

島の玄関口である夷湊には 星人の観光客の姿も見せず､天然痘のために､島民は仕事も手に

つかない状態であった｡ ところが､佐渡病院地 元の金沢村国民健康保険代行組合では､ ｢保健

- I(ト
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施設として既に強制的に種痘を賓施 してぬたので､一入の疑似患者 さ-も出さなかった ｣ 32)ど

い う｡予防的な事業が非常に高い効果を発揮 したといってよいE二

こし.ミ []ネ-の甲婚村から健康村-シフ ト (ll;例 IH･

政府は】94】(昭和16)牢の閣議において､ ･夫婦の出生数を平均 5児を標準として､早婚奨

励に乗り出す人口政策を実施することを決めた､つここに､紹介する佐渡郡羽茂村 (現､佐渡市)

は､ ｢E]本-の早婚村｣として有名になった.｡1941(昭和 16)牢 2月 1円､この村に国民 健 康

保険代行組合が設立されたのを機会に村内の状態の変化をみておこう∴､

佐渡ヶ島の西南隅にあり､戸数約 1,000戸､入口約 5,200人を擁 していた太 農 村 で あ っ た 0

1930車代後半～40年始め､20歳になれば女子は誰でもお母さんになっていたという｡

1940-1941(昭和 15-16)牢に､全村約 1,000戸の内､40歳代で孫を持っていた家は 20O軒､

曾孫のあった家が 450軒に及んでいたという ｢国策村｣ であった｡村民の経済生活状態はほと

んど均等で､大地主はおらず､農家はほとんど全部が--町二､三反を有した自作農であった｡

全体としてその耕作が容易ではなく､ トー人でも働き手が欲しいか ら､どうせ件に嫁を貰ふの

なら早く寮-｣ 33)とい うわけであったO貧富の差が小さいことが早婚の他鍔卜一つの理由であっ

たと共に､国民健康保険組合の事業運営上も望ましい条件に適っていた.)

｢早婚村Jであるにかかわらず､出生率はあまり高くなく､1940年の多産家庭表彰の該当者

は 1人もなかった､1 しかし､村の相当の努力と村民の自覚によって人rlは大きく増加 したL,さ

らに､国民健康保険組合の設立を機に､村民自身が一路 ｢健康村l/＼シフ トするようになった._,

3-4 県下国民健康保険組合における健民運動実施状況 (事例 射

従来､国民精神総動員としての健康増進運動がそれぞ れの団体により実施されていたが､1942

(昭和 17)年度か ら大政翼賛会を推進役として統一され､官製国民運動として T~健民運動強調

期間｣が設定された｡1942(昭和 17)牢 9月､厚生省保険院社会保険局の機関誌 『国民健康保

険』は､ ｢新潟県に於ける全組合の健民運動実施状況｣を掲載 している.ニ

筆者は､図 2にもとづいて､表 3｢新潟県国民健康保険組合における健民運動実施状況｣ を

作成した｡表 3が示すように､健民運動が国民健康保険組合の事業によって実施されたことを

知ることができる｡健民運動の実施では､保健婦､医師､薬剤師､産婆､体育家など国民保健

関係者の集中的動員がめざされた｡彼 らの活動は､とくに保健婦 の 活 動 は ､ 戦 時 国 家 の 農業生

産力の増強､人的資源の確保などの戦争遂行スローガンが町村のすみずみまでゆきわたった当

時であるから､結核対策車登､母子衛生事業､幼児の季節託児所､それに共同炊事､栄養指導

などが地域あげて取 り組まれたのである｡時代状況に即応 して､保健婦の育成 ･促進活動によ

って､銃後の国民の健康を保持するように努めた｡
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戦時下における新潟県の国民健康保険制度 (Abitova)

表3新潟県国民健康保険組合における健民運動実施状況 (1942年)

実施事項 ①方 法 ②主力(母性.乳幼児) 内容 組合名も参集者数)

1 A 個人指導 乳幼児並母性健康相紙(家庭訪問指導の実施) 中蒲原郡(川東村､188人)

妊産婦､幼児に対する適切な指導 佐渡郡 (酉三Jll村)

乳幼児の死亡率の調査､乳幼児及び妊婦の巡回診療実施 東騎城郡(松之山村)

妊産婦､乳幼児の栄養及び取扱指導のため保健婦の巡回指導実施 兼額城郡(安塚村､32人)

保健婦､看津婦を各常会に出席させ､乳幼児に関する各区づつ巡回導 中蒲原郡(根岸村)

保健婦を巡回させ､妊産婦の診察及び栄養指導､乳児取糠指導の実施 北魚沼郡(田麦山村)

産婦及び乳児に対しては保健婦を巡回させ､産婦栄養､乳児取扱指 岩船郡(高根村)
串,病気に対しては早期治療するよう奨励

保健婦による巡固相線 三島郡(塚山村)

保健婦を村内各常会に巡回させ､家庭衛生上に関する指導 北魚沼都川旧 村)

B 集団指串 各部落婦人常会を開き､保健婦より保健に関する指導 乗取城都(旭村)

婦人常会を利用し､婦人問題の研究家を沸し､出産育児に関する栄養 北蒲原郡(長浦村､274人)
衛生に講話の実施

村内9ヶ所に婦人常会を開催し､母性､乳幼児の保津並びに結核撲滅 中蒲原郡(根岸村)の講演､指導医2人を各常会に出席させ､専門的見地より母性､乳幼

母悼並びに礼幼児の煤健 及び結核予防に関する講話の実施

婦人常会を開催し､乳幼児及び母性保護に関する指導 中魚沼郡(声ケ嶋村)

婦人常会を開催し､母子保健.乳幼児の取扱に関する種々想騨 北魚沼郡(山辺村)

婦人常会を村内9ヶ所に開催 東額城郡(小黒村､377人)

保健婦､音吐婦を各常会に出席させ.乳幼児に関する集団指導 中蒲原郡(根岸村)

共同託児所綬蔵を督勤実施指導実施 東攻城郡(松之山村)

季節乳幼児保育所を徹底的実行(5ヶ所) 中蒲原郡(根岸村)

C健康相線検診 乳幼児検診 乗取城郡(保倉村)

乳児の-斉模診 佐渡郡(金沢村､191人)

満1歳の乳幼児の診断 南蒲原郡(大面村､150人)

医師を碑し､3歳以下の乳児並びに妊婦に対する診断 東蒲原郡(豊実村､115人)

妊産婦の健康診断 中魚沼郡(外丸村)

乳幼児に対する健康診断の施行 北魚沼郡(田麦山村､43人)

母性妊産婦､乳幼児､育児に対する無料相 西蒲原郡(間瀬村)

部落毎に乳幼児の保育上に対する産婆の相談 刈羽郡(石地村)

妊婦健康相醜 中蒲原郡(川東村､28人)

乳幼児検診 東攻城郡(旭村)

全村7区にわけて､各部薄毎に参集を求め､保健婦の出張相談 中蒲原郡(新開村)

村医師による乳幼児の検診の実施 中蒲原郡(川東村､50人)

乳幼児検診に関する村内3ヶ所に開催 東攻城郡(小黒村､78人)

乳児の疫痢予防としてヘテロゲン2日分を服用配給 北魚沼郡(田麦山村､175人)

無料健康相放:5月1日～5月8日まで母性妊産婦､乳幼児､育児に対す 西蒲原郡(間瀬村､200人)
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1母性並保 び健 に撃幼児の D 愛育思想の普及 母子保健に関する村内蘭保育､婦人会幹部参集打合せ､指定医より鎌演 兼額城都 (沖見村)

-般寄庭主婦の会合.母子保健に関する座放会の 佐渡部(岩首村)

紙芝居の演出 束頓城郭(旭村)

乳幼児.育児報国等紙芝居実 中蒲原都 (大形村)

母子保健知識思想の普及徹底のため想練会を 南蒲原都 (長沢村､43人)

母子保健､婦人座執会を開 古志郡(北谷村)

早期轄婚奨励と出産増加の講話会並びに想練全開 乗鞍城郭(松之山村)

乳幼児､育児報国の紙芝居実 中蒲原郡く大形村､122人)

人口問題について講演会を開催 西蒲原郡 (岩室村､95人)

2 ①緒 4回開催 佐渡都 (水津村､382人)

-般村民及び国民学校児童に対する健簾診断の実施 佐渡郡(岩音村)

15歳以上未婚の女子に対しマント-注射､レントゲン透視及び埠影､錆 佐渡都 (真野村,121人)
核撲泌 ニ努力､全部薄に実施の予定

学童及び関係恥鼻に対するツベルケ)ン反応注射の施行 佐渡郡(西三川村､70人)

78､8日の両 日に亘り診療実施 佐渡郡(内海府村､60人)

由核患家の同居児童一斉検診､レントゲン透視､マント-反応､要注意 佐渡郡(畑野村､139人)
者の細部検診血沈連座検定

青年学校生練に対する健康診断薬施 東額城都 (山平村)

村内5人の開兼医に嘱托して健康診断の実施 西額城都 (下早川村)

全国民学校児童に対する健康診断の実施 中蒲原郡(薪開村)

保健所長を沸し､健康診断を実施 西蒲原郡(松野尾村)

園農学校児童に封する健康診断の策施 中魚沼郡(外丸村)

村内4区にわけて､健康診断の実施 北魚沼都(山辺村)

保育事案従事者に対するX線透視､ツ反応､血液検査 佐渡都(金沢村､21人)

無料健康相鉄 二5月18-5月8日まで埼核疾病巷に重点を置き.無料相 西蒲原都 (間瀬村､200人)

縛核ケ-ス訪問及びパンフレット等の作成瞭租回覧板として配付 佐波部(金沢村)

ツベルクリン反応検診の滝具陳性及び疑膿性者に対しレントゲン透視 睦渡都(新穂村､120人)

症病の千防 核予防 による検診15歳～25歳までの青年男女

結核予防に関する座練会を開 佐渡都(岩首村)

紙芝居を利用して韓核予防並びに趣旨普及宣伝に努力 佐渡都(小木町)

役場､学校､組合等鞍鼻の卒先ツベルクリン反応検査断行 佐渡都(薪穂村､30人)

結核予防の普及宣伝講演会の開催 佐渡都(高千村)

ツベルクリン反応調査 佐渡都(畑野村､38人)

園長学校児童に対するツベルクリン反応注射の 佐渡郡(二宮村､687人)

稀核予防に対する医師と協力の上努力 兼額城却 (松之山村)

結核に発する講話会の開 東額城都(旭村)

緒核等紙芝居実施 中蒲原郡 (大形村､122人)

緒核栄養について講演会を開 西蒲原都 (岩室村､95人)

ツベルクリン反応注射､早期発見の陽性者及び疑陽性者に対する6ケ月 西蒲原郡く四ツ合村､217
後に改めて検診 人)

13部落常会において結核撲滅思想普及 中魚沼郡(外丸村)

国民学校児童に対するツベルクリン反応注射 果無城郡く保倉村)

結核予防に対する婦人座談会の開催 古志都(北谷村)

緒棲者に対する適切な指導 佐渡都(西三川村)

結核予防に関する集団指導と共に各区づつ巡回指導 中蒲原都 (根岸村)

② 急性伝染病予防 伝染病予防注射 佐渡都(金沢村､83人)

ジフテリヤ予防注射(3回にわけて実施) 佐渡都(真野村､26人)

満1歳以_t～7歳までの小児に対する予防施設としてジフテリヤ 佐渡郡(羽茂村)
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2症病の予防 ② 急性伝染病予防 種痘に発する講書舌会の開催 東環城都 (旭村)

腸チフスの予防注射接種 西蒲原郡 (四ツ台村､1.090l人)

国民学校児童に対するチフス予防としてヘテロゲン1E3分を服用の配給 北魚沼都 (田麦山村､995人)

腸チフスの予防注射樟種 古志郡(北谷村)

③ 寄生虫病予防 国民学校児童対象 佐渡郡(水津村､290人)

全点に対する埴虫駆除薬の配給 東頚城都(浦田村)

回虫駆除 東環城郭 (保倉村)

噛虫の哩除努力 西蒲原郡 (四ツ合村)

国民学校全児童に対する埴虫駆除の実 廃環城郭地 平輔

④ rトラホーム｣及び花柳病予防 *料健康相談:5月1日～5月8日まで性疾病者に重点を置き､熊料相 西蒲原郡 (間瀬村､200人)

性病予防に対する医師と協力の上努力 東頚城都(松之山村)

保育所児童に対する身体検査の実施､トラホーム､皮膚病努力 西蒲原都 (四ツ合村､128人)

その他 眼疾塵者無料診療:村内に眼疾患者多数があるため､無料診療素施 佐渡都(金泉村､221人)
各部落毎に健康相練を実施､保健婦を各部薄への巡回､相 南蒲原郡 (大面村､280人)

健康相練の実施 (検診) 南蒲厚都(長沢村､11人)

組合の保健婦による健康相掛 二努力 西額城都 (下早川村)

3栄養改塞t=コ ① 栄養献立の普及 栄養素ポスター配布 佐渡都(畑野村､38人)

菜葺剤の配給 兼攻城 都 (沖見村)

⑥ 栄養廉同炊事 紙芝居及び栄養棟木の放革印刷懇談会､共同炊事の奨励 位渡都(畑野村､199人)

婦人常会､部落常会,その他利用し､農繁期共同炊事実施奨励実施 東額城郡 (安塚村)

農繁期共同炊事設置を督勤実施指導案 棄額城郭 く松之山村)

小部落の-部だけ設 刈羽都く石地村)

3の部落に共同炊事を実行 岩船郡く開谷村)

季 節 栄 養 食 共 同 炊 事 を徹底的実行(4ヶ所) 中蒲原都 (裾岸村)

4 環境 衛生期間中は必ず炊事場下水等の清掃実行 刈羽都(石地対)

村内最も環境悪い処3の部落を坊間指導 中蒲原都(川東村)

各家庭の飲用水の検査の実施 三島都(岩塚村)

日光消毒の勤行 東頚城郡(旭村)

戸障子開放､家屋の清掃､寝具の日光消毒の徹底に努力 刈羽郡く石地町)

住家の日光直射及び通風を良好にするため期間中蔭樹の整理実施 東軍城郭 (沖見村)

常時下水の消毒 佐渡都(畑野村､38人)

寝具､畳､日光消毒､窓障子開放､汚水排除の徹底 佐渡都(新穂村､30人)

寝具の日光消毒の勧行 佐渡都(高千村)

寝具の日光消毒､未年味の撤廃､下水の排水完備､零屋内外 東頚城郡(山平村)

5体錬 ① 基本 体育の向上 佐渡郡(新穂村)

初等科3年以上行進強歩大会の実施 南蒲原郡 (大面村､700人)

国民学校歩行訓練､全村保健体操会及び講演会の開催 東額城郭 (保倉村)

② 一般 大字部落会において健康増進 .体力錬成講話 会 を 開 三島郡(岩塚村)
農繁期における体重測定 佐渡都(畑野村､38人)

③ 青少年 学童の身体検査を施行 東野堀部(浦田村)

皇囲民族精神昂塙､体力の錬成等の内容に関する講演会を 西蒲原郡(間瀬村)

国民学校衛生部に対し補助金を支出し､エデック常用の範囲拡大 位渡都(羽茂村)

村内5ヶ所の保育所児童に対し健康保持増進のためエデックを配給 佐渡都(二宮村)

韓壮剤常用を学童全員に配給し､健康の増進努力 東項城郭(浦田村)

韓壮剤工デック､ホルビット等配給 三島郡(塚山村)

家庭薬エデック､ホルビット等保健資材の配給 三島郡く岩塚村)

国民学校の児童に対するエデックの配給 北魚沼都 (山辺村)
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6その他 ① 保健衛生思想の普及 医療懇談会-医師を中心に意見の交換行う､印刷物を組合員全員に 佐渡都(羽茂村)

衛生改善の座練会を開催 未申城郡(旭村)

疾病に関する講話 佐渡部(金沢村､191人)

戸別計間衛生-般指導 佐渡郡(畑野村､38人)

保健思想普及に関する想練会 西蒲原都(松野尾村)

学校児童に対する衛生軸椎の昔 佐渡都く新穂村､30人)

6回に亘り部落常会を利用し､指定医より一般家庭衛生に関する講話 北蒲原部ご長浦村､77り一

婦人常会､開催7の箇所､農村衛生改善及び家庭衛生に関する講話 東頭城郡(安塚村､217人)

衛生思想のせ及-紙芝居､宣伝ぴら 佐渡郡(二宮村)､中蒲原那(薪関村､300人)

保健衛生に関する紙芝居教育､標語ポスター募集-国民学校5年以 佐渡部(畑野村､800人)
上児童の作品募集

パンフレット配付､酋長学校青年学校児童に対する衛生講話ー紙苦居 兼攻城都(保倉村)

｢病はどうして起こるか｣の髄下に講演会を開催 中魚沼部(芦ケ崎村)

② 健康奨励優良児25名の遭賞 佐渡郡(金沢村)

その他シラミ軽 保健婦により国民学校女生徒に対する頭髪のシラミ野除の実施 古志郡(北谷村)

追 加 内 容 組合森 参々集音数∋

制度普及の宣伝に関する事項 11ヶ所の部落に巡回講話の実施 兼攻城郡(大島村)

健長運動実施宣伝に関する事項 各種団体長､村長､町長､町会護良､町内常海長､部落常会区長､学 佐渡都(金沢村､40人)､刈羽郡(石地斬)､中蒲原

校長､方面委員､婦人会長等参集健民運動実施に関する想 那(大形村､132人,菅名村､65人)

各部落毎に健民運動に関する趣旨の徹底 佐渡郡(真野村,25人),三島郡(塚山村)､中魚沼郡(真人村)､岩船郡(西神紳村､高根村､関谷村)

医師並びに関係者参集上健民運動に関する講話､ 佐渡郡(真野村､53人)
意見交換嚢施

各部落毎に講演会 乗取城郡(松代村上中蒲原郡(大形村､132人)､佐渡部(水津村､120人)

健民運動に関する印刷物を各組合員全員に配付 西 攻 城 郡 (下早川村)､未申城郡(松代村)､岩船(西 神 納 村 )

出所:r国民健康保険組合に於ける健民運動実施状況｣F国 民健 康 保 険 』 財団法人国民健康保陳協会､第4巻､第9

言いかえれ ば､青少牢者を健民 として立派に育成 し､戦場に送 りL_1日_て健 兵 とし､戦時国家

の役に立てなければ な ら な い と の要請に応 えるものであった｡ したがって､陸兵の基礎はなん

といって も健民であった :_, こ の 健民､とくに 農 民の健康 (生活)管理 ･保持増進に国民健康保

険制度がいかに期待がかけ られていたかは､ こ の 健 民運動実施状況でみてきた とお りである.｡

3-5 組合の普及状況

法施行か ら 3牛後､ この時期の新潟県においナる国民健康保険組合の発達は､全国的に見て､

中位で､1941(昭和 16)牢では府 県設 立順位か らい くと24番目であった｡

1942 (昭和 17)年 3月､厚生省で開かれた国民健康保険事務打合会に出席 した新潟 県社会課
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長によれば､ ｢心身共に健全な優秀なる国民多数をつくり出すことが急務 とさ れ る ｡ こ れ に は

保険組合の普及と設立が先決 問題 と して論議 されたが (中略)県には現在五十八組 合 ､ 二 十 -

万人の組合員がいるが､今後は百七十組合 ､五十三万人をつくらぬばならない｡これ の 促 進 の

ため組合の強制設立が認可され た ｣甥 とい うo

首942年 9月 15日､東京で開催 された大政翼賛会主催の第 3回中央協力会議において､小泉

厚相は､国民健康保険を中心とする国民皆保険体制を強力に遂朽する意志のあることを述べて､

関係方面の協力を求めたOそのため､この施葦は驚異的な早さで発展 した｡新潟県もその影響

を受け､1943(昭和 18)牢には急激に国民健康保険組合の設立が増加 し､保健事業が各郡で実

施されたol銅2牢基準にした増加倍率は 7.3であった35)｡敗戦までには新潟市を除く県下市町

村に強制的に組合が設立されたo

おわl封ニ

以上のように､国民健康保険制度は戦時下にあって,国民の要求に応えるとい うより､練兵

健民政策､軍需生産増強､戦意向上などの軍国主義 目的に従属 した内容をもち､戦争を勝ち抜

くために利用されたのであるQ

相滞輿一一一の指摘が示すように､ r戦前 ･戦時に形成された匡墳保険は､む しろ第二次世界大

戦後になって､その骸骨に命を吹き込まれ､肉付けされて実効性をもち､発展する｣ 36)ことに

なるt､

最後に､本稿の考察部分については､資料の制約から､その内容の多くは新 潟 県における国

民健康保険組合の事業を紹介するにとどまった｡国民健康保険制度における戦 時 と戦後の連続

面と断続面等の問題は､今後の課題 としたい｡

<注 >

1) 鹿野政直 [､桃太郎 さが し;『朝 日百村歴史を読みなおす』朝日新聞社､No.6､1996年

2) ｢質朴堅実まづ働け かくして 『日本一-』へ 金柑に繍っる健康色｣『廉京朝日新聞』1934年 2月 27
日､3---1頁｡,

3) 審査方法は､まず､各連隊区司令部 (内地の連隊区司令部の総数は 57であった)において,皇929-

数種のカ- ドに記入 したQつぎに､これを府県別に組合 し､各府県ごとに成績優良な町村 3ヶ所を選抜

して陸軍省に報告 したQ さらに､陸軍省において丙欝を記入 し､審査を重ねたあと､選抜を行った｡陸

軍省において､この審査に当たったのは､つぎのメンバーである｡審査会最は､陸軍省事務局長山岡重

厚､審査委員長は､陸軍省事務局徴夢課長黒田重徳､陸軍省医務局か ら柾谷繊雄の審査委員､その他の

審査委員は 3名､あわせて 7名であった｡その審査の要領として､つぎの諸項 目があるQ第 1は､壮丁

総数に対する甲 ･第---乙 8第三乙の特定を与えられた者の比であるQすなわち､徴兵検査の合格率であ

る｡第 2は､平均身長であるQ第 3は､平均体墓である｡第 8日ま､身長の増加に伴 う体重増加率であるo

Lか し､これ らの各項の成績は､-定の標準により点数を示すこととし､各項の点数を合計 し､l遷 83

府 ･43県の 47の地区ごとに得点数の最も多い町村をもって､その府県の代表 と窪めたQ こうして､遷
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出する 47の代表町村には各 自の有す る総得点によって第 1位か ら第 47位 までの順位 を付 したB

4) 松岡登 ｢優良壮丁町村に裁て｣『理化学研究所療報』財団法人理化学研究所､第 i4輯第 3号､1935年､

210--2513頁｡

5)この点について､松岡は､上位 の優 良壮丁町村 と水系 との関係 を調べ､つぎの ようなことを明 らかに

したQ上位 (第三位)までの優 良壮丁を出 した町村を調査 した ところによると､水系 との関係 の少ない

ものは 朋 ケ町村で､31.20%であった0 --方､水系 との関係 の多い ものは､97ケ町村で､68.79%であ

ったQ

6)松岡は､海岸地方の壮丁が体格及び栄養において優秀であるとい う理 由を実証的に研究 し. ｢沿海地

方壮丁の体格輿素の優秀なる最大原因 として食物の優れたる事｣をあげ､海岸地方の住民が海産 ･勤植

物性の食物 を摂取することが多い と結論づけた く松岡萱 ｢優 良壮丁町村に裁て｣『理化学研究所嚢報』

財団法人理化学研究所､第 14輯第 3号､1935年､246頁).:

7) 文部省学校衛生官東西永次郎 ｢健康児意を表彰するに際 して｣『東京朝 日新聞』息930年 3月 31日朝刊

S) 陸軍省新聞班 r徴 兵検査より見たる壮 丁体格Ll)現状｣『週報』情報委員会､内聞印刷局､第 33号､1937

年 6月､5頁0

9)厚生省人 m局長中村敏之遵 ｢農相保健対舞 と国保制度｣『国民健康保険』財団法人国民健康保険協会 ,

第 4番第 2号､1942年 2月､2頁〔

iO)国民保険課長宮脇倫 ｢国民健康保険組合普及座談会上誌｣『国民健康保険』財団法人国民健康保険協

会､第 3巻第 8号､1941年 8月､4頁こ

ll)第---一次改正は､1941(昭和 16)年 2月､行政事務の簡素化を目的 として行われた{,

12)法改正の要点は､第 1は､組合の組織設立に関す る事項 (普通組合の設立強制､組 合に対す る加入強

制の強化､代行条件の改正)であった｡第 2は､組合の事業運営に関す る事項 (診療機 関の整備改善 ､

診療機関の監督権の強化､組合の保健事業の拡充)であった｡

13)医師琴に関す るデ-タは､東洋経済新報社編 『昭和国勢総覧』東洋経済新報社､i980年､下巻､584-585

頁による｡なお､軍事徴用 された医師の数､また卒業 された医師の数については､入手可能な当時の資

料がみあた らなかったQ

ト1) 『国民健康保険小史』財団法 人国民健寮保険協会､1948年､330百 ｡

15) 日本医療団編 『日本医療団史』 日本医療団､1977年､:9百｡.

王6日 943(昭和 18)年 3月､厚生省国民保険課長の右 関銭四郎は､国民健康保険法の改正の 目的について､

つぎのような発言を しているQ ｢(上略)決戦連顔の薮只中に在 りなが ら､政府 は法律 を改正 した り､

蟹を大に して雨 も国費多端の今 日､巨額の固幣を投 じて､本制度の凍充強化を期 してゐる所以のものは､

其の 目的を健兵藤民の育成強化を園 り､戦力増強を期するに置 くに外ならぬか らである｣ (厚生省国民

保険課長右 田蛾四郎 ｢国保組合の超飛躍的普及計画 と国産補助金の大幅増額｣『国民健康保険』財団法

人国民健簾保険協会､第 5巻第 3号､1943年 3月 15日､1頁上

i7) ｢国保地方巡 り (福島県の馨)｣『国民健康保険』財団法人国民健康保険協会,第 4巻第 1号､1942年

1月 15日､7頁0

18) 当時は､保健事業J)代わ りに保健施設 とい う用語が一般的に用い られた(.こJ)趣旨には､国民博席

保険組合は､ ｢~戦箪完遂の根本要件たる人的国力増強を使命 とし部市町村民を封象 とする地域的協同体

に して健兵藤民を官途 とす る諸施策遂行の基盤｣ との性格にあると記 している (㌻国保組合に於ける保

健施設強化 -健兵健民施策 として全機能発揚一厚生次官 より地方長官に方策指示j『社会保険旬報』社

会保険研究所､第 3巻第 89号､1943年 9月 21日､8頁)0

19) 厚生省国民保険課理事官杉田三朗 ｢国民健康保険 と保健婦の問題 (-･一十j『社会保険 旬報』社会保険

研究所､第 4番第 123号､1944年 9月 1日､10頁L1

20) 黒川泰- r保健衛生｣太河内一男編 『国民生活の課題』 日本評論社､1943年､378凱

21)保険給付は､療養の給付 【保険医､指定医､保険薬剤師 :給付期間は 6ケ月 (但 し､結核性疾患は 1

年間)であ り,一部負担は原則 として療養費の 3割 】､助産の給付 と葬祭の給付であつ藍o

22) ｢国保組合の普及 と運営の実際一国民健康保険の実力｣『社会保険旬報』社会保険研究所 ､第 3巻第

88号､1943年 9月 11日､18頁C

23) 講演の内容は､以下の文献に掲戟 されているe｢健民 と国民健康保険組合｣『国民健康保険』財団法

人国民健康保険協会､第 4番第 12号､i942年 ま2月 15日､5頁｡

24) 財団法人国民鍵康保険協会長平井牽 ｢健民総進軍の新春 を迎-て｣『国民健康保険』財団法人国民健

康保険協会､第 5巻第 1号､1943年 1月 15日､l常 o

25) 新潟県民生部国民健康保険課編 『新潟県国民健康保険四十年詰』新潟県国民健康保険団体連合会､

1978年､5頁C
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体育及び療養施設一国民健康保険組合､健康相紋所､婚姻率-22,0% (本巻編集 ･解説高岡裕之 ｢資料

31【健民特別指導地区に関する厚生省資料】｣『資料集 総力戦と文化 厚生運動 ･健民運動 ･読者運動』

第 2巻､大月書店､2001年､431頁)r､

27) ｢共同施設の模範部落を訪ねて-本誌記者 一新潟県中蒲原郡根岸村松橋 西照寺共同炊事 ･季節保育

所｣『保健教育』全国協同組合保健協会､第 6巻第 9号､1942年 9月､94賞｡

28)｢国保地方巡 り (新潟県の巻)｣『国民健康保険』国民健康保険協会､第 3番第 4号､1941年､6頁0

29) 『国民健康保険保健施設指定組合事業実施概要』財団法人国民健康保険協会､1941年 12月､5百､

16頁0

30) 井上鋭夫 『新潟県L7)歴史』山川出版社､1970年､232百.､

31) 新潟県民生部国民健康保険課『新潟県国民健康保険四十年詰』新潟県国民健康保険団体連合会､1978

年､208寅｡

32)｢国保地方巡 り (新潟県LT)酎 J『国民健康保険』国民健康保険協会､第 3巻第 9号､l':141年､6頁O

協会､第 3番第 4号､1941年､3頁｡

鼎談｣『新潟日報でみるふるさとの 100年』新潟日報社､2002年

35)1942-44年までの国民健康保険組合の設立状況は､以下のとお りである｡1942年 12月 31日-208(被

険者-i.544.437人)､194･i年 10月までには未設立市町村-4市 (新潟 ･高B]･三条 ･長岡)であった

(『社会保険旬報』社会保険研究所､第 3-4番､1943-1944刊行年によるもの)a

3郎 相滞輿- 『日本史リブ レッ ト62 日本社会保険の成立』山川出版社､2003年､89露B

(｢現代の社会 と文化の変容に関する学際的研究｣プロジェク ト所属)
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